



































































　iPad が販売された 2010 年は何度目かの電子書籍元年
と呼ばれ，今では電子書籍という言葉も社会に浸透しつつ
あります．しかし今もって紙の本は「紙」であるという点で
電子書籍に勝っているようです．2000 年歴史を持つ紙を
超えるには，機能で勝っているだけでは勝つのが難しいの
でしょう．では，電子書籍は広がらないのでしょうか？ こ
れには前節での選択軸以外の要素が大きいかもしれませ
ん．電子書籍は電磁的に記録されたものです．これは物理
的な大きさ，質量を持ちません．従ってどれだけの冊数で
あっても，保存できる記録媒体と容量があれば電子書籍を
所持することができます．これは電子書籍の広がりへの大
きなアドバンテージではないでしょうか．特に出張先等で
論文や本を読みたいとき等には非常に助かります．筆者自
身も電子書籍で本を持ち歩くようになってから出張時の手
荷物が非常に軽くなりました…．
　金沢大学総合メディア基盤センターは，情報技術の利活
用を率先して示していく必要のある部署です．電子書籍化
についても新しい形を見いだしていくための研究が必要か
もしれません．
広報誌の電子書籍化を考えるにあたって
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